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社会福祉法人 宮川福祉会    とみやまこども園 

  重要事項説明書(令和６年度版) R6,4 月１日改定 

★この「重要事項説明書」は 1 年間大切に保管しておいてください。入園（継続）される

方は、「同意書」を提出いただきます。 

 

１ 施設の目的 

とみやまこども園（以下「当園」という。）は、幼保連携型認定こども園として、義務教育及びその後

の教育の基礎を培うものとしての満 3 歳以上の子どもに対する教育並びに保育を必要とする子どもに対

する保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図られるよう適切な環境を与えて、その心

身の発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的とする。 

２ 運営方針 

（１）良質かつ適切な内容の教育・保育を行うことにより、全ての子どもが健やかに成長するために適切な

環境が等しく確保されることを目指す。 

（２）教育・保育の提供に当たっては、当園を利用する小学校就学前の子ども（以下「園児」という。）の

最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を提供するよう努

めるものとする。 

（３）教育・保育に関する専門性を有する職員が、園児の状況や発達過程を踏まえ、教育・保育を一体的に

行うものとする。 

（４）園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、園児の保護者に対する支援及び

地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めるものとする。 

（５）「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」（平成１８年法律第７７

号）、「子ども・子育て支援法」（平成２４年法律第６５号）（以下「支援法」という。）、その他関係法令

等を遵守して運営する。 

３ 教育・保育の特色 

（１）理想とする子ども像               
    ・明るく たくましく 礼儀正しい子ども 

    ・よく見 よく聞き よく考え 創造力のある子ども 

    ・自分の思ったことが素直に表現できる子ども 

    ・友だちと積極的に遊びへ取り組める子ども 

（２）教育・保育方針 

  ①基本的生活習慣の徹底をはかり、一人ひとりの発達を捉え、その発達にふさわしい子ども中心の教育・

保育を行う 

 ②子ども一人ひとりの将来を展望し、たくましく生きぬく人間性を育てるとともに、自律した子どもの

育成に努める 

  ③家庭的な明るい雰囲気の中での教育・保育に努めるとともに、職員は研修に積極的に参加し、理論的

かつ実践的な知識を深める 

   ④保護者との連携をとり、個々の子どもの教育・保育に関しての共通理解を図り、教育・保育に生かす 
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（３）具体的な教育・保育目標・・・・・ 子どもの「自律性」を育てる 

「自律」とは、 

生活習慣の自立･･･ 自分のことは自分でできる 

知 的 自 律･･････いろいろなことに好奇心を持ち、自分で考え、工夫することができる 

情緒的自律･･････情緒が安定し、生き生きと活動し、自分の意思や欲求をコントロールできる 

社会的自律･･････友だちと遊ぶことができ、他の人の気持ちを考えながら行動できる 

運動的自律･･････身体を動かすことを楽しみ、戸外でのびのびと遊ぶことができる 

道徳的自律･･････自分自身で善悪の判断ができ、それに基づいて行動できる 

 

（４）教育・保育の基礎となる発達の理論と実践方法 

 一人ひとりの子どもの発達・経験・意思・興味関心・環境等に合わせて、子ども中心の教育・保育を

提供します。子どもの発達の理論・幼児教育の実践方法の基礎となる理論は、下記の通りです。  

①世界的に有名な認知発達研究者（認識論者）であったジャン・ピアジェによる膨大な子どもの認知発

達研究（知能の発達，模倣の発達，言語の発達，象徴遊びの発達，論理の発達，数概念の発達，時間・

空間概念の発達，道徳性の発達等） 

②コンスタンス・カミイ博士（アラバマ大学名誉教授）による幼児教育（物とかかわる遊び，集団遊び，

日常生活場面，クッキング等）と算数教育（カードゲーム，ボードゲーム等）への応用理論 

③マリアン・マニング博士（元アラバマ大学名誉教授）の読み書きの発達理論  

④ドン・ホルダウェイとジョイ・コーリーのビッグブックの理論と実践 

上記の理論と実践を学んだ園長と職員がその発達理論をベースに、日本の幼児教育の内容に応用しな

がら、０歳児から就学前の子どもの一貫した教育・保育を提供します。 

（５）教育・保育の内容 

 子どもの発達に合わせた「日常生活場面」と「遊び」を通して、総合的に教育・保育を提供します。 

日常生活場面・・・食事・おやつ，片づけ，排泄，衣服の着脱，持ち物の管理，手洗い，当番等  

遊び・・・物とかかわる遊び，運動遊び，音楽遊び，絵本，読み書きの活動，ビッグブック，ミニ

ブック，集団遊び，カードゲーム・ボードゲーム，クッキング，リサーチなどのカリキュラム  

 また、管理栄養士・栄養士・調理員・保育教諭等の連携で、０歳児から５歳児クラスの子どもたちが

豊かな経験を通して知識が得られるように、年間を通して「食育」活動を行っています。 

（６）教育・保育の形態 

 子ども一人ひとりの発達に合わせて、０歳児～５歳児クラスは適正な規模のクラス・グループを編成

して教育・保育を行います。また、その日の活動内容や遊びの種類に応じて、「一斉」「グループ」「個別」

と３つの教育・保育形態から適切な形態を選んで実施します。例えば、絵画制作は一斉形態（２４人）

で行うが、イス取りゲームは８人で３グループに分けて行う、ミニブックではグループ（３人）で行う

が指導・援助は個別で行う（個別形態）などがその方法です。そのような適切な形態を取ることで、保

育教諭は、一人ひとりの子どもの思いや表情に気づき、意欲や興味関心を理解することができるととも

に、一人ひとりの発達に合わせた適切な援助や手立て、言葉かけができます。そうすることで、子ども

の発達や学びが促されていきます。全ての活動を保育教諭中心で一斉に行う教育・保育は行いません。 
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４ 運営法人の概要 

運営法人の名称 社会福祉法人 宮川福祉会（みやかわふくしかい） 

代表者氏名 理事長 宮川 洋子   （こじかこども園・ふたばこども園 園長） 

法人の所在地 岡山市中区福泊 138 番地 2 

法人の連絡先 電話番号  086-277-7662     FAX 番号 086-277-7669 

 

 

 

法人の沿革 

昭和 44 年 4 月 財団法人宮川会  富山保育園 開園（定員 60 名） 

昭和 55 年  7 月 社会福祉法人宮川福祉会認可 

昭和 56 年  4 月 富山保育園定員 90 名に変更 

平成 13 年  4 月 ふたば保育園開園（定員 90 名） 

平成 26 年 12 月 こじか保育園開園（定員 120 名） 

平成３０年 ４月 富山保育園（認可保育所）からとみやまこども園（幼保連

携型認定こども園）に認可変更予定 

平成３０年 ４月 ふたば保育園（認可保育所）からふたばこども園（幼保連

携型認定こども園）に認可変更予定 

平成３０年 ４月 こじか保育園（認可保育所）からこじかこども園（幼保連

携型認定こども園）に認可変更予定 

５ とみやまこども園の概要 

名  称   とみやまこども園 

沿  革  昭和４４年４月１日 富山保育園認可・開園  

 平成３０年４月１日 幼保連携型認定こども園「とみやまこども園」へ移行  

所 在 地  〒70３－８２６２ 岡山市中区福泊１３８番地２ 

 

連 絡 先 

 代表電話 086-2７７-７６６２ FAX 番号 086-2７７-７６６９ 

 子育て支援専用電話 086-2７７-８１５０ 

  ＨＰアドレス https://tomiyama.ed.jp/ 

園 長 名   山本 直子（やまもと なおこ）  

 

利用定員 

利用定員 10５名    １号認定こども（３歳以上児）…１５名 

2 号認定子ども（3 歳以上児）… 6３名 

            3 号認定子ども（１，2 歳児）… １８名 

            ３号認定子ども（０歳児）    …  ９名  

＊上記利用定員は、待機児の状況、保育室の広さ、保育教諭の配置等に基づき、弾力

的に運用します。 

＊待機児がいる場合、利用定員を超えて受け入れる場合があります。 

保育対象年齢 6 か月から就学前まで  

実施する事業 幼保連携型認定こども園   一時預かり事業（一般型・幼稚園型） 

延長保育事業  地域貢献子育て支援活動（社会福祉法人地域貢献事業） 
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６ 教育・保育を提供する時間及び休業日 

【１号認定子ども】 

提供する曜日 月曜日から金曜日 

教育標準時間 午前８時３０分～午後１時３０分 

登園時間：8:30～8:50  降園時間：13:00～13:30（年齢・季節等で異なります） 

一時預かり 

（幼稚園型） 

の利用時間 

 

一時預かりＡ 午前７時００分～午前８時３０分 

一時預かりＢ 午後１時３０分～午後４時３０分 

一時預かりＣ 午後４時３０分～午後６時００分 ＊午後６時以降の預かりはできません。 

＊長期休業中も一時預かりが利用できます。 

 

休業日 

＊長期休業日は、

変更することが

あります。 

土曜日，日曜日，国民の祝日・休日 

学年始休業日 ４月１日から４月５日まで 

夏季休業日 ７月２０日から８月２７日まで 

冬季休業日 １２月２５日から１月５日まで 

学年末休業日 ３月２５日から３月３１日まで 

【２号・３号認定子ども】 

 

提供する日 

月曜日から土曜日 

＊土曜日は、できるだけ家庭保育をお願いします。土曜日は、登園児少数のために、異年

齢での混合保育となります。また、土曜日に登園する場合には、子どもさんの心身の健康

な発達の為に、平日の保護者の休日に家庭保育の日を取るようにお願いします。 

 

保育時間 

 

保育標準時間 午前７時００分～午後６時００分（１１時間） 

＊上記の時間帯の中で保護者の就労によって必要な時間 

保育短時間 午前８時３０分～午後４時３０分（８時間） 

＊上記の時間帯の中で保護者の就労によって必要な時間 

 

延長保育 

 

保育標準時間 午後６時００分～午後６時３０分 

＊土曜日の午後 6 時以降の延長保育はありません。 

保育短時間 午前７時００分～午前８時３０分 

午後４時３０分～午後６時３０分 

＊土曜日の午後 6 時以降の延長保育はありません。 

休業日 日曜日，国民の祝日・休日，年末年始（１２月２９日～１月３日）， 

園長が必要と認めた日（1 号認定子ども：感染症の大流行等） 

【一時預かり（一般型）】 ＊保育所・幼稚園等に通っていない子どもが対象となります 

提供する日 月曜日から金曜日 

利用時間・ 

延長時間 

原則として午前８時３０分～午後４時３０分 

＊延長可能時間については、園にお問い合わせください。 

＊状況により一時預かり（一般型）の受け入れができないことがあります。 

７ 施設・設備の概要                                                                                    

敷  地 2,342.05 ㎡ 

建  物  鉄骨造一部 2 階建  延床面積 724.19 ㎡ 

施設の内容 乳児室、調乳室、ほふく室、保育室７室、子育て支援室、調理室、トイレ、医務室、 

事務室、職員更衣室、など 

屋外遊戯場 496,００㎡、 

設備の種類 全室冷暖房完備、乳児用サンデッキ、温水シャワー4 箇所、送迎用駐車場３３台分、 

自転車置き場、防犯カメラ、事故防止カメラ、非常通報装置（火災・防犯）、AED（自

動対外式除細動装置）、子育て支援専用電話、ヨーグルト製造機など    
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８ 職員体制と職員研修 

職  名 人 数 職  名 人 数 

園  長 １名（常勤専従） 管理栄養士・栄養士 ２名（常勤専従） 

副 園 長 １名（常勤専従） 事 務 員 １名（常勤専従） 

主幹保育教諭   １名（常勤専従） 看護師   １名（非常勤） 

副主幹保育教諭   ２名（常勤専従） 園  医   １名（非常勤） 

保育教諭  １６名（常勤専従・非常勤） 園歯科医   １名（非常勤） 

保育支援員   3 名（非常勤） 園薬剤師   １名（非常勤） 

カウンセラー 1 名（非常勤） 英語講師 ２名（非常勤） 

 ＊当園は、岡山市の定める職員配置基準を上回る人数を配置しています。 

＊利用児数（園児数）により職員数が変動する場合があります。 

＊保育士資格取得者１９名、幼稚園教諭免許状取得者１８名、小学校免許状取得者１名、 

中･高等学校教諭免許状取得者１名 

園  医 

 

内科・小児科 中島内科小児科医院  医師 中島 道子 

        岡山市中区円山８１－７ 

園歯科医 歯科  ひかさ歯科医院  歯科医 暈 義武  岡山市中区福泊２５２－１ 

学校薬剤師  ゾンネ朝日薬局 薬剤師 石井晶子 

職員研修の 

実施状況 

○園内研修 毎週１回程度 午後６時～午後８時 

○給食担当者３園合同園内研修 毎月 1 回午後 6 時～8 時 

○法人内 3 園合同研修 年間６回程度    ○法人内３園合同公開保育 年間数回 

○法人内 3 園合同園長・主任研修 毎月１回程度 

○園外研修（全国保育協議会・日本保育協会・認定こども園協会・岡山県保育協議会・

岡山県社会福祉協議会・岡山市保育協議会等） 年間延べ参加人数 約 250 名 

○わかば保育実践研究会 毎月第２土曜日午後 

○公開保育・セミナー開催 年間２回  ○海外研修 

＊当園は、教育・保育の質の向上、職員の専門性の向上のために積極的に研修に取り

組んでいます。公開保育等でご協力いただくことがあります。 

９ 提供する教育・保育の内容 

 当園は、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（平成２９年３月３１日改正内閣府・文部科学省・厚

生労働省告示第１号）及び当園が定める「全体的な計画」等に基づき、以下の教育・保育その他の便宜の提

供を行います。 

（１）特定教育・保育及び延長保育事業の提供 

教育・保育の内容の詳細については、園見学または、「教育・保育内容のしおり」・ホームページをご覧

ください。また、入園後には、行事等で教育・保育の内容について、具体的に保護者に説明をいたします。 

（２）一時預かり事業（一般型・幼稚園型）の提供 

上記（1）の事業実施に支障のない範囲で一時預かり事業（一般型・幼稚園型）を提供します。 

（３）子育て支援事業の提供（社会福祉法人地域貢献活動） 

当園は、地域の子育て家庭及び園児の保護者への子育て支援を行います。支援内容は次のような内容です。 

・集いの場の提供（月～金 園庭開放・保育室開放等） 

・サークル活動「りす組」（毎週月曜日） 

・子育て講座の開催（毎月１回），出張子育て講座（公民館や親子クラブへ随時） 

・育児相談（来所・電話・FAX・メール・園庭開放時等） 

・子育て情報の提供（毎日） 
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・出張保育（親子クラブ等の団体・随時） 

・遊具・絵本・玩具等の貸出し（親子クラブ等の団体）  等 

※その他にも法人として、地域貢献活動を実施しています 

（４）給食 

当園は、下記のとおり食事の提供と食育の活動を行います。 

当園の 

給食の方針 

全園児が給食と午前・午後のおやつの完全給食です。 

内閣府・厚生労働省の基準（２号子ども）では、３歳児以上は午前のおやつはなく、

白ごはんは家庭よりの持参となっています。しかし、３歳児以上児が家庭より白ごはん

を持参することは、夏期の食品衛生上の問題（調理後２時間以内の喫食ができない）や

保護者の負担が生じてきます。そこで、それらの問題を考慮して、園で白ごはんを炊き

ますので、３歳児以上（1 号・２号認定子ども）は毎月主食費の負担をお願いします。  

また、無償化以前は保育料としてお支払いいただいていた副食材費（おやつ・牛乳代

も含む）は無償化後も保護者の負担となっています。岡山市より通知のあったご家庭は

副食費減免となる場合があります。 

当園では、年間食育計画に基づいて、毎月“食育”の実践をしています。それらの食

育活動を通して、乳幼児の心身の成長発育と健康の保持増進をはかるとともに、望まし

い食生活習慣の基礎をつくり、栄養や健康、食物等について関心を持たせ、楽しく食事

ができるように指導をします。 

また、乳幼児期に温かな心のこもった手作りの給食やおやつを楽しむことは、豊かな

心の育ちにつながっていきます。当園では、家庭に代わって、午後のおやつは毎日（月

～金曜日）できたてのおいしい「心のこもった手作りおやつ」を提供しています。 

・毎月の誕生会や行事の時は、特別献立にしています。 

・保護者へは，毎月献立表と食育通信をお配りします。 

・毎日、事務所前に給食・おやつの展示をしています。 

・取り組んだ食育の内容について掲示やＨＰ等でお知らせしています。 

・調理室は廊下側にガラス戸があり、園児が常時調理の様子を観察できます。 

・食事・栄養・離乳食・摂食嚥下の発達・肥満・やせ等の個別の相談援助をしています。 

延長保育 

利用児への 

軽食の提供 

 延長保育を利用する子どもさんには、午後６時以降に軽食を提供しますが、ご家庭で

の愛情たっぷりの夕食が食べられるように、お腹の負担にならない果物やおやつを提供

します。 

離 乳 食 離乳食は一人ひとりの摂食・嚥下等の発達を見ながら、個別に調理します。毎月該当

の離乳食献立表を配布します。 

アレルギー等

への対応 

アレルギーの子どもさんには、相談の上対応いたします。アレルギーが疑われる場合、

医師の診断書「保育所におけるアレルギー疾患生活管理指導表」を当園に提出していた

だきます。個別に毎月のアレルギー懇談を行い、診断書に基づき当園で除去可能な物は

除去食・代替食で対応致します。また、家庭との連携を取るために個別の「食事日誌」

を毎日ご記入いただきます。 

＊アレルギーのある場合は、入園申請前に必ずご相談ください。 

衛生管理等 ・給食室は、保健所の指導のもと、完全に作業ごとの区分けがされた（検収室・下処理

室・調理室・洗浄室・食品庫・調理担当者専用トイレ）衛生的な給食室です。 

・「特定給食施設事業開始届」を岡山市保健所へ届出済みです。 

・栄養士・調理員及び乳児保育担当者・全クラス担当者等、調乳や調理、クッキング活

動に携わる職員は、毎月検便を行っています。 

・岡山市保健所の給食施設の衛生点検を受けています。 

・岡山市に栄養給与等の報告（やせ・肥満含め）を行っています。 

 

  ＊もちろんご家庭での食生活が子どもの健全な発達・成長には欠かせません。保護者の皆さんが、愛情を
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込めて食事の準備をし、家族でそろって和やかな温かい雰囲気で食事をすることは、何より子ども達の心

の栄養になります。子ども達が生涯にわたって心身ともに健康でいられるよう、今を大切にしましょう。 

 

栄養給与目標（給食・おやつでとりたい栄養量の目安）             R2.4 改訂 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ

Kcal 

蛋白質 

g 

脂質 

g 

ｶﾙｼｳﾑ 

mg 

鉄分 

mg 

ﾋﾞﾀﾐﾝ A

μg 

Ｂ1 

mg 

Ｂ２

mg 

Ｃ 

mg 

３歳未満児 463 20 13 225 2.3 200 0.25 0.28 ２０ 

３歳以上児 574 24 19 270 2.5 225 0.31 0.34 ２３ 

                                                                                              

 

１０ 年間行事予定（以下の行事は R５年度に実施したものです） 

月 行   事 月 行   事 

４月 ※入園式 １学期始業式  

交通安全指導 

※個人懇談   

夏野菜の植え付け 

こどもの日の集い  

10 月 ※運動会 

芋ほり遠足(5 歳児・４歳児親子)  

交通安全指導 

こ幼小合同避難訓練 

ハロウイン 

５月 こども赤十字入団式 

視力・聴力検査（3 歳以上クラス）  

※保護者総会 

健康診断(内科・歯科) 

11 月 七五三遠足（５歳児親子）  

消防車見学  

※自由参観   

健康診断(内科)   

公開保育＆セミナー（研修会） 

６月 公開保育＆セミナー（研修会） 

こどもどうぶつえん(移動動物園) 

交通安全指導 

12 月 ※生活発表会（３歳児以上） 

※希望者個人懇談 

クリスマス会 ２学期終業式 

７月 ※自由参観及びクラス懇談会 

七夕会 サマースクール(５歳児) 

学区公開保育（幼・小・中職員対

象） 

１学期終業式 

１月 ３学期始業式 

にこにこおめでとう会   

七草粥  

交通安全指導 

 

８月 お盆希望保育 

２学期始業式 

２月 豆まき 

※自由参観 

幼年消防入退団式 

９月 ※祖父母参観週間（敬老の日のつ

どい） 

３月 おひなまつり会 

※卒業式 

園外保育・お別れ会  修了式 

＊身体計測、避難訓練、誕生会は毎月実施します。 

＊英語レッスンは全クラスで行っています。 

＊1 号認定子どもは、長期休業（学年始・夏季・冬季・学年末）があります。 

※印は、保護者の方にご参加いただく行事です。年度当初に予定をお渡ししますので、必ず都合をつけてご

参加ください。 
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１１ 利用の開始または利用の終了に関する事項 

（１） 利用の開始について 

【１号認定子ども】 

園の定めた選考方法で利用者を決定します（10月末）。詳しくは、募集要項（１号認定子ども）を参照

してください。 

＊在園中（2号認定）で保護者の保育必要事由が無くなり、１号認定に変更したい場合には、１号認定の募

集時期に園で定める選考方法により入園選考を行います。年度途中は、欠員があった場合に1号認定子ど

もの募集を行います。 

【２号認定子ども・３号認定子ども】 

岡山市が行う利用調整によって利用者を決定します。詳しくは岡山市の就園管理課にお尋ねください。 

当園の教育・保育の利用申込みを検討されている方（１号認定で入園願を出される方、２号・３号認定で岡

山市に申請予定で、第一希望～第三希望の欄に当園の園名を記入される方）は、必ず事前に当園の施設見学

をしていただき、この「重要事項説明書」と「教育・保育内容のしおり」を熟読し、当園の運営方針や教育・

保育内容・園のきまり等を十分にご承知ください。利用決定した後は当園と書面で契約を結びます 

 

（２）利用の終了について 

当園の利用は、以下の理由により終了します。 

①園児が小学校に入学するとき。 

②保護者の保育必要事由が無くなったとき（２号・３号認定）なお、保育必要事由の認定については岡山

市の就園管理課にお尋ねください。  

③保護者から退園の届出があったとき。なお、退園届は退園する月の２０日までに必ず提出ください。 

④当園の教育・保育方針に反し、当園からの指導にも関わらず改善が認められないとき。 

⑤その他、当園の利用継続に当たり重大な支障や利用継続困難な理由があるとき。 

１２ 当園と保護者の連絡について 

（1） 連絡事項について 

お子様が毎日健康で元気に過ごすために、保護者と園が十分にコミュニケーションを取り、協力し合うこと

が大切であると考えております。当園での教育・保育の状況やご家庭での生活状況を相互に連絡し合うために、

０・１歳児は連絡帳を活用します。0・1歳児は、家庭での体温、体調、食事、排せつ等を含め、お子様のご

家庭での様子を詳しく、保護者の方に毎日ご記入いただきます。2歳以上児は、連絡帳は補助的に使用します

ので、体調等の連絡事項は、朝の当番の職員に伝言でお知らせください。また、夕方（午後）のお迎え時に園

からの連絡がある場合は、当番の職員が伝言をします。夕方（午後）は、子どもの保育に必要な職員数を配置

していますが、長時間の立ち話等は、職員の目が子どもから離れてしまい事故の危険性がありますので、ご遠

慮ください。担任と連絡が取りたい場合（時間が必要な場合）には、午後１時～３時の間に園までお電話くだ

さい。なお全園児、健康チェックカードは保護者が毎日記入し、登園時には必ず提出をしてください。 

また、子どもさんの欠席等は、専用アプリから連絡することもできます。 

 

（2） 園だより等 

毎月の初めに、園だより・給食だより・保健だより等を発行します。大事な行事や連絡事項などをお知らせ

していますので必ず読んで下さい。現在、各家庭から登録いただいたアドレスへメール配信をしています。な

お、紙媒体もありますので必要な方はレターケースよりお取りください。その他にも大切なお手紙があります

ので、必ず毎日園児のカバンの中を確認してください。 

また、HPのブログでは、保育の様子や子どもたちの育ちについて、随時お知らせをしています。 

 

（3） クラス懇談・個人懇談 

新入園児は、入園時に個人懇談を行い、家庭との連携を図ります。また、年間を通して必要に応じ、全園児
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対象のクラス懇談や個人懇談を行います。お子様のことで気になること等ありましたら、いつでも遠慮なくご

相談ください。 

 

１３ ご利用に際し留意していただくこと（園からのお願い） 

（１）教育・保育の適切な利用 

＊当園では、全園児の教育・保育の必要な事由や保護者の様々な勤務形態等を考慮して、長時間の開園時

間を設定しております。しかしながら、個々の園児の教育・保育時間は、その園児が教育・保育の必要

な事由により必要な時間（保護者の就労時間）となっております。 

教育・保育が必要とされる時間、教育・保育の必要な事由以外の理由（保護者の休日・余暇、兄弟の

習い事・スポーツ、兄弟の学校の参観日等）では、お預かりはできません。 

 

（２）登降園の時間について（IC タグを利用しています） 

＊毎朝、８時５０分からはクラスの教育・保育が開始します。計画通りに開始できるように、余裕をもっ

て登園してください。遅れると他の子どもたちを待たせることになったり、遊戯室・園庭等の使用時間

が予定通りに進まず、他のクラスの教育・保育にも支障をきたします。登園時間は厳守してください。

８時５０分には、保護者の方が当園の門より退出しているようにしてください。 

＊２号・３号認定の子どもさんの降園時間は午後４時からとなっております。保護者の仕事が終わり次第、

お迎えに来てください（2 号認定子どもで保護者のお休みが平日の場合は、お昼迎えをしてください。

お昼もしくは午後 4 時以前のお迎えは事前にご連絡ください）。また、買い物等に行かれる場合には、

子どもさんをお迎えした後に一緒に行くようにしてください。 

＊１号認定の子どもさんの降園時間は、１３時～１３時３０分です。一斉降園の場合は、その都度お知ら

せします。 

＊２号・３号認定の子どもさんは、延長保育を利用できます。午後６時より午後６時 30 分までの保育が

できますが、延長料金がかかります。（無償化の対象外）また、午後６時 30 分を過ぎての保育はでき

ません。この時間を過ぎることがあった場合には、延長保育が利用できなくなります。 

＊延長保育利用は、生活リズムの形成や情緒面で子どもたちに大変な負担をかけることになります。で

きるだけ延長保育を利用しなくて良いような勤務形態になるように、職場の理解をいただきましょう。

また、利用される場合は、可能な限り早めにお迎えをし、夕食・睡眠の時間（８時～９時就寝）が遅

くならないように、また、親子のふれあいをしっかりとしてください。 

 

（３）欠席の場合 

＊８時５０分までに、必ず専用アプリもしくは電話にて、ご連絡ください。24 時間以内に発熱、風邪症

状、嘔吐・下痢などがある場合はお休みして頂くようになります。また、感染する病気にかかった場合

は、至急当園までご連絡ください。医師の記入する「意見書(園・HP 上にもあります)」がもらえるま

で登園できない感染症があります。（保護者記入による「登園届」で可能な病気もあります） 

 

（４）遅刻の場合 

＊通院などで、やむを得ず登園が遅れる場合は、専用アプリもしくは電話にて８時５０分までに必ず連絡

してください。朝一番に受診し、終わり次第登園（10 時頃までに登園）してください。 

 

（５）送迎について 

＊園児の送迎は、必要最低限の人数でお願いします。なお、園児の兄弟でも未成年者のみの送迎はできま

せん。 

＊送迎時、園周辺の道路が混雑します。なるべく自転車や徒歩で登園してください。また、園前の市道は

車の往来が激しいため、飛び出しなどに注意し、送迎時（車から降りた後、乗る前も）は必ず手をつな

いでください。また、園児の安全のため通用門の開閉は保護者がしてください（通用門上部のカギも必
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ず掛けてください）。車のドアも大変危険です。指を挟んだり、他車との接触の危険もありますので、ド

アの開閉は保護者が行うようにしてください。送迎は保護者の責任の下、事故の無いようにお願いしま

す。 

＊園前駐車場に駐車された場合は、園舎側花壇の前を歩いてください。道路側を歩くと大変危険です。子

どもさんは、車道から遠い側にし、必ず手をつないでください。 

＊横断歩道前には絶対に駐車しないでください。園児が事故に巻き込まれることも考えられます。また路

上駐車および停車は、近所の方の通行の妨げになったり、通園する園児が車の死角に入り、とても危険

です。絶対にしないでください。 

＊盗難防止の為、車のエンジンは切り、カギをかけて、かばんは必ず携帯してください。 

＊当園の周辺は、小・中学生の通学路となっています。車の方は、歩行者・自転車優先で徐行をお願いし

ます。駐車場へ車を入れる場合も手前から徐行し、ハザードランプを利用して周辺の安全に気を配って

ください。駐車場から出る場合も徐行してください。なお、園前の駐車場を利用できるのは駐車場内に

収まるサイズの車のみです。市道や歩行者専用通路にはみ出るような車は用水東側駐車場を利用してく

ださい。通行する皆さんの迷惑にならないようにしましょう。私たち大人が子どものお手本になるよう

心がけましょう。普段から交通ルールを子どもに伝えていくことは大切です。 

＊通常の送迎者以外の方（大人に限る）にお迎えを依頼する時は、必ず事前に園へ連絡をしてください。

連絡がない場合は、確認が取れるまで子どもさんをお渡しできません。 

 

（６）連絡事項について 

＊「今朝は機嫌が悪い」、「お家でケガをした」、「お迎えが○○さんです」など連絡事項がある時は、朝の

当番の職員に必ず伝言してください。確認したい事項が生じた場合や健康観察票に記入漏れがあった場

合には、職場・自宅にお電話をいたします。 

 

（７）体調不良時等のお迎えについて 

＊急な発熱やケガなどで保護者に連絡を取る場合があります。当園より連絡があれば直ちに来園（お迎え）

をお願いします。すぐに連絡が取れる場所を複数「緊急連絡先」に記入しておいてください。また、緊

急時に当園から救急車に乗せ病院に連れて行く場合があります。薬のアレルギーや過去に大きな病気を

したなど、病院の先生に伝えることがあればなるべく詳しくお知らせください。 

 

（８）連絡先の変更について 

＊当園に届け出た連絡先（住所・氏名・電話番号・職場等）が変更した場合は至急お知らせください。ま

た、記入した連絡先で連絡が取れないと思われる日には、朝当番の職員にその日の連絡先を伝言してく

ださい。 

 

（９）保護者の休日は家庭保育となります 

  ＊乳幼児期は、家族の愛情をたっぷりと注いで愛着を形成し、基本的信頼関係の基礎となる部分を育成し

なければなりません。お仕事がお休みの日には親子でふれあい、コミュニケーションの時間をしっかり

とって、平日不足しがちな分を補ってください。平日や土曜日など、保護者のどちらかがお休みの場合

や祖父母等ご家族がお休みで子どもさんをみていただける場合には、家庭保育となります。幼少期の親

子の関わりはその後の成長に、とても大切です。乳幼児期に心の栄養が満たされて育った子どもたちは、

児童・青年期になって自信をもって自分の花を開花させていきます。保護者の休日に預けなければなら

ない特別な理由のある方は、個別に園長までご相談ください。 

 

（１０）土曜日の保育について（２号・３号認定子ども） 

＊土曜日は「希望保育」となります。夕方は午後６時までです。（土曜日の延長保育はありません。） 

  ５時から６時の保育が必要な方は、前もって園長にご相談ください。 

＊お家の方どなたかがお休みである場合や、ご兄弟の学校が休みで一緒にふれあいの出来る場合は、家庭
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保育となります。保育利用事由（父・母がどちらも仕事など）により土曜保育を希望される方は、「土

曜希望保育申込書」に記入し、希望される月の前月の２０日までに、事務所に提出してください。 

（3 歳以上児は給食費が発生します。） 

＊土・日曜日は子どもさんが保護者とふれあえる貴重な日（時間）です。しっかり愛情をかけて質的に有

意義な日にしてあげてください）。 

＊土曜希望保育については、登園・降園時間の予定を正確に記入して前月２０日までにご提出いただきま

す。それに基づいて、給食の数（食材を１ヶ月分発注）、職員数（勤務表作成）、職員の勤務時間を細か

く調整し決定しますので、ご協力お願いします。土曜希望保育を申し込んでいて、その後必要がなくな

った場合も、至急お知らせください。体調不良や家庭保育等で欠席をされても給食の発注等の関係で返

金はできません。） 

＊保育利用事由以外での保育は、お断りします。（やむを得ない事情のある場合は、園長へご相談ください。） 

（１１）園行事への参加について 

＊家庭との連携を図りながら子どもさんの成長発達を促し、また子どもの育ち・子育ての喜びを共有し、

保護者と共に子育てについて考え、学びあっていきたいと考えています。そのため、参観日や、その

他の行事には必ず出席していただくようにお願いします。また、運動会など保護者に観覧いただく行

事も計画しています。4 月に年間行事をお知らせしますので、仕事のお休みを取っていただき、必ず

ご参加ください。 

 

（１２）薬について 

 ＊原則として園では薬を飲ませることはできません。 

園で飲まなくてもよいように、朝夕２回になるよう医師にお願いしてその 

ように処方された薬をいただくか、給食後保護者が飲ませに来てください。どうしても園で飲まなくて

はならない薬で、保護者が来られない時のみ薬をお預かりしますが、薬に関する全責任は保護者にあり

ますので、ご了承ください。この場合「投薬依頼書」に記入して、名前を書いた薬を１回分貼り付けて、

必ず職員に手渡してください。（子どもが勝手に触って事故になることも考えられます） 

 

（１３）届け出事項の変更について 

 ＊住所・電話番号・勤務先・勤務時間・連絡先・家族構成などが変更した場合、また出産予定がある方は、

至急届け出てください。「認定申請・利用申込事項変更届」等必要な書類をお渡ししますので記入後、

提出してください。勤務先の変更があった場合には「保育利用事由証明書」などの用紙も再度提出して

いただきます。 

 

（１４）退園手続きについて 

 ＊退園手続きは、退園する月の２０日までに事務所に申し出てください。手続きが遅れますと翌月も継続

扱いになり、利用料、諸経費等もいただくことがあります。 

 

（１５）休園について 

 ＊日曜、祝祭日、年末年始、その他災害等で園長が必要と認めた日は、休園となります。1 号認定の園児

は、土曜日とお盆(8 月 13～15 日)もお休みとなります。1 号認定子どもは「暴風警報」等の発令時は、

小学校等と同じく休業となります。なお、感染症の病気がひどく流行して教育の実施が不可能な時など

臨時休業することがあります。また、特別警報、警戒レベル 3 以上の避難情報や震度５弱の地震が発生

した場合は休園（直ちにお迎え）になります。状況によっては、「暴風警報」「大雪警報」「大雨警報」な

どで家庭保育のご協力をお願いすることもあります。また、行事前の準備や職員の研修等の都合で早い

時間の迎えをお願いすることがありますので、ご協力ください。 

 

（１６）参観日、行事時の駐車場について 

  ＊園には十分な広さの駐車場がありませんので、行事には徒歩・自転車・公共交通機関・タクシー等を利
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用して来園してください。全家庭の車の駐車はできません。特別な理由がある場合は、ご相談ください。

園前は送迎用の駐車場、自転車置き場となりますので、保護者の車は駐車できません。また、ご近所の

迷惑や通行の妨げになりますので路上駐車は絶対にしないでください。 

 

 

（１７）髪型について 

＊こども園は集団保育の場です。子どもさんの頭髪は手を加えない自然な色、子どもらしい普通の髪型で

お願いします。また、肩に着く長い髪は、飾りのないゴムで簡単に束ねてください（三つ編み、編み込

み等は、午睡後など乱れた時に自分で整えることができませんし、だんだんとクラスで華美になります

のでご遠慮ください）。染色や極端な刈り上げ（男児のお椀を伏せたような極端な刈り上げ）等の場合

は、直していただくようになります。 ※ヘアピンは危険ですので使用しないでください。 

 

（１８）お迎え時の留意事項 

＊子どもさんは夕方のお迎えを心待ちにしています。まずは、子どもさんのことを第一にして、お仕事

が終わり次第、至急お迎えに来てあげてください。お買い物等はお迎え後にお願いします。また、送

迎時には、以下のことにご留意ください。 

 

   ・手洗い・消毒をしてください。体調不良の方がやむを得ず送迎される場合は、インターホンで 

お知らせください。子どもさんを門まで連れていき、お渡しします。 

・誰にでも、気持ちの良いあいさつをしましょう。 

   ・携帯電話等を使用しながらのお迎えはできません。ガム等、口に入った状態はお控えください。 

   ・小学生以上の兄・姉がいっしょに来る場合は保護者の側で待機させてください。 

    ・その日の活動の様子や給食の見本を掲示しています。それらの話題について、子どもさんから自

発的にするおしゃべりに耳を傾けて会話をしてください。 

   ・門扉・掲示ボードには大切なお知らせを貼っていますので、必ず朝と夕方に目を通してください。 

     ・降園前には必ずカバン・荷物の間違いがないか確認を親子でしてください。 

 

（１９）生活習慣のリズムについて 

 ＊園では、各年齢のデイリープログラムにより食事やお昼寝など規則正しい生活を送ります。お家でも毎

日決まった時間に就寝起床し、規則正しい生活を送りましょう。遅くとも午後８時～９時頃には就寝し、

翌朝は早起きできるよう保護者は「子ども中心の生活リズム」に合わせるよう工夫してください。毎晩、

寝る前に１冊の「絵本」の読み聞かせもお願いします（毎週「とみやまこども文庫」で貸し出す絵本や、

毎月購入する月刊絵本もご利用ください）。 

＊朝食は必ず自宅で食べさせてから登園させてください（車の中や自転車では食べません。誤飲・誤嚥防

止のため、口の中に食べ物がない状態で登園させてください）。 

 

（２０）慣らし保育について            

＊新入園児は全員、「慣らし保育」を行います。慣らし保育の期間中は、朝は 8 時 30 分～8 時 50 分の

登園となります（できるだけ担任等特定の職員が受け入れすることで安定して過ごせるようになりま

す）。8 時 30 分以前の受け入れはできません。 

＊一人ひとりの子どもさんの状態に合わせて、慣らし保育の時間や期間は異なります。子どもさんの様子

を見ながら、できるだけ短い期間で終えるようにしますが、保護者が不安になったり、焦ったりしない

ようにしてください（不安がいっぱいなのは子どもたちの方です）。 

＊「慣らし保育」を終え一日保育が始まると、「土曜希望保育」および「延長保育」「一時預かり（幼稚園

型）Ａ／Ｂ／Ｃ」が利用できます。 
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（２１）予防接種について 

 ＊園は集団生活になります。園内でも病気の感染予防には努めていますが、乳幼児は病気の抵抗力が弱い

ので、感染してしまいます。入園前に可能な予防接種は必ず受けてください。またインフルエンザ等、毎

年受ける必要のあるものは必ず受けてください。病気に罹ってつらい思いをするのは子どもです。 

（特別な理由があって受けられない場合はお知らせください。）なお、予防接種について詳しいことは、

岡山市から配布されている予防接種手帳［母子健康手帳］や岡山市広報などをご覧ください。 

（２２）援助してくれる方について 

 ＊こども園は集団保育の場ですので、健康でなければお預かりできません。急な発熱・発疹・嘔吐や下痢

があり園から保護者へ連絡した場合には、至急お迎えをしていただきます。 

＊保護者が急なお迎えに対応できない時や保護者のお仕事が遅くなりお迎えができそうにない時に援助

して頂ける方を複数（３～5 人位）お願いしておきましょう。 

＊感染性の病気になると医師の「意見書」や「登園届」が出るまで登園ができなくなります。仕事をする

上でも、困った時に助けていただける方（親類・近所の方・友人・ファミリーサポートセンターなど）

を数名お願いしておいてください。 

 ＊岡山市病児・病後児保育事業の実施要項（実施場所等）は、事務所にあります。 

 

１４ 保護者会について 

保護者の自主運営による保護者会があります。年に１回総会があり、事業報告・決算報告・役員選出・事業

計画案・予算案等を審議します。当園からは、その際に園の教育・保育方針やその内容などについてお話しま

す。また園児1人につき、在園中1回は保護者会の役員をしていただくようになっておりますので、都合の良

い時に立候補でお受けください。当園では、保護者の負担にならないように、園職員もお手伝いしながら、楽

しい保護者会活動となっています。また、保護者どうしの意見交換や、親睦を深める場として、クラス懇談会

等も適時行います。 

１５ 健康診断について 

（１）健康診断、歯科健康診断、視力・聴力検査 

園医が健診を年２回、園歯科医が歯科健診を年１回行います。3歳以上児クラスは春に視力・聴力検査、

尿検査（家庭で採取）を行います。健診・検査の結果については園の記録に記載し、必要に応じて保護者に

お知らせします。 

（２）身長・体重測定 

毎月１回身長・体重測定を行います。測定結果については園の記録に記載し、出席帳（毎日シールを貼る

お帳面）に記載します。園での様子をお伝えしながら、家庭と連携を図るために、肥満・やせ・低身長等必

要に応じて、懇談を行います。 

（３）その他 

お子様の健康状態や発達（歩行開始や言葉が遅いなど）のこと、家庭での食事で気になることなどありま

したら遠慮なくご相談ください。 

 

１６ 保護者の利用料等の負担について 

（１）月額の保育料（利用者負担金） 

特定教育・保育施設に係る利用者負担額は、岡山市が決定します。その利用者負担額を園にお支払いいた

だきます。納付の方法については、入園決定後にお知らせします。３歳以上児は幼児教育無償化の対象とな

りますが、給食等の負担があります。（毎月原則１５日に口座振替） 

 

 



 

14 

 

（２）延長保育料（利用翌月にまとめて請求します） 

① 保育標準時間認定に係る延長保育料 

  延長保育料（18時00分～1８時３0分）  日額３00円 

② 保育短時間認定に係る延長保育料 

短時間延長保育料（7時00分～8時30分、16時30分～18時00分） 朝・夕各５00円 

     ＊18時00分～1８時３0分の延長保育料は①と同じ  

 

③ 支払時期・方法  

延長保育料は利用の都度、記録されます。利用月の翌月にまとめて請求しますので、現金で納付して

ください。A/B階層のご家庭は利用料に岡山市の減免制度を利用できます。事務所までお尋ねくださ

い。（限度額があります。） 

 

（３）一時預かり事業（一般型）利用料 

① 一時預かり利用料（一日預かり8：30～16：30） 

 日額 ２000円（0歳児），１８00円（1・2歳児），１７00円（3歳児），１５００円（4・5歳児） 

② 支払時期・方法 利用時に現金で徴収します。 ※領収書を発行します。 

③ 一時預かり事業の延長追加料金 

   30分延長につき250円，18：00～1８：３0の延長３00円 

＊詳しくは、「一時預かり保育のしおり」を参照ください。 

 

（４）一時預かり事業（幼稚園型）利用料（利用翌月にまとめて請求します） 

一時預かりＡ 午前 7 時～午前 8 時 30 分    1 日 600 円  

一時預かりＢ 午後１時３０分～午後４時３０分  1 日 600 円  

 一時預かりＣ 午後 4 時 30 分～午後 6 時    1 日 600 円  

 一時預かり D 長期休業中の教育標準時間    ★法人（園）による無償化 

一時預かり A 

7:00～8:30 

教育標準時間 

8:30～13:30 

一時預かり B 

13:30～16:30 

一時預かり C 

16:30～18:00 

  ＊1 号認定で在園している園児が利用できます。 

＊利用料は、例えば一日のうち ABCD をすべて利用した場合は、1800 円となります。延長保育 

料は利用の都度、記録されます。利用月の翌月にまとめて請求しますので、現金で納付してください。 

＊家庭の状況によっては、利用料の一部が岡山市から補助されます。 

＊午後 6 時を過ぎての預かりはできません。 

  ＊長期休暇中（お盆期間除く）も教育標準時間の時間帯における一時預かり（幼稚園型）を 

実施しますが、法人（園）独自の無償化を行っていますので、利用料は徴収しません。 

 

（５）その他の費用の種類、支払いを求める理由及びその額 

3 歳以上児（1 号認定）給食費月額５,200 円（主食費 1,000 円、副食費 4,２00 円） 

3 歳以上児（2 号認定）給食費月額 5,700 円（主食費 1,000 円、副食費 4,７00 円） 

                 （月額の給食費も毎月原則１５日に口座振替） 

3 歳以上児（2 号認定）土曜希望保育給食費日額 100 円（パン食または麺食副食費として） 

 ＊副食費にはおやつ・牛乳代を含みます（土曜保育申し込み時に現金納付） 

日本スポーツ振興センター共済掛金…2０0 円程度 

   水泳教室代…1,000 円程度/回       制服・用品購入費…実費 

遠足代（バス代・入園料）…実費      写真代…実費（業者に直接支払い） 

 月刊絵本購入費…実費（年 5,000 程度、クラスによって多少前後します）   

 保護者会費…年 3,６00 円（300 円/月）    ＊費用は変更することがあります。         
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１７ 賠償責任保険の加入について           

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 身体賠責 1名につき1億円 １事故２億円 

       財物賠責 １事故につき５千万円 

 

１８ 緊急時の対応について 

（１）教育・保育の提供中にお子様の体調の急変その他緊急事態が生じたときは、あらかじめ保護者が指定し

た緊急連絡先に連絡をし、園医又はかかりつけ医へ連絡をとるなど必要な措置を講じます。 

（２）保護者と連絡が取れない場合には、お子様の身体の安全を最優先させ、当園が責任を持ってしかるべき

対処を行いますので、あらかじめご了承願います。 

◇ 園 医    ・中島内科小児科医院 医師 中島 道子  

  岡山市岡山市中区円山８１－７  TEL 086-276－3088 

・ひかさ歯科医院 歯科医 暈義武 

  岡山市中区福泊２５２－１   TEL086－277-4876 

◇岡山市中消防署倉田出張所  岡山市中区倉田518番地 TEL 086-276-0199 

◇岡山中央警察署   岡山市中区浜1丁目19－39   TEL 086-270-0110 

 ＊玄関にAEDを設置しています。AED使用について毎年、講師による職員研修をしています。 

 

１９ 非常災害時の対策 

消防計画作成(変更)届出書 岡山市中消防署 平成３０年度変更届出 

防火管理者 山本 直子 

避難訓練 火災を想定した避難・消火訓練を毎月実施します。地震・浸水の避難訓練等も

随時行います。 

防災設備 自動火災探知機・煙感知器、消火器、誘導灯、 

非常通報装置（１１９番へ） 

避難場所 第 1 避難場所：園庭（浸水の場合は園舎２階） 

第 2 避難場所：園舎前用水東駐車場 

第 3 避難場所：学区内の指定避難場所 

・富山小学校 ・富山公民館 

＊道路の冠水、土砂崩れなどの災害の状況により、避難場所を決定します。 

防犯設備 防犯・事故防止カメラ、セコム非常通報装置（園内用・ＧＰＳ園外用） 

 

岡山市の小・中学校では、安全確保のために、午前６時半に「暴風警報」が岡山県全域または、岡山地域

に発令されている時には、臨時休業になり、休校となっています。1 号認定の園児は、公立の小中学校等と

同じく臨時休業となります。 

2 号・3 号認定の園児につきましては、警報発令時でも、保護者の方の仕事等を考慮し休園せず、教育・

保育を実施しておりますが、「暴風警報」が出ている場合には園児・ご家族の方の安全確保のためにもできる

だけ家庭保育をお願いします。なお、園が所在する地域に特別警報・警戒レベル 3 以上の避難情報や震度５

弱の地震が発生した場合は家庭保育を、また保育中に発令された場合は速やかにお迎えをお願いします。 

その他警報や注意報が発令されている時にも、園周辺及び登降園の安全が確保できないことが予想される

場合は、園長の判断で、お迎えのお願いをいたします。 

 

また、平成２３年３月に東北地方で起きたような大規模な地震が保育中に発生した場合、災害避難計画に

基づき、安全な場所へ避難します。園の建物は耐震の基準を満たしておりますが、状況に応じて、上記の指
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定避難場所へ移動します。災害発生時は、電話やメールなどの連絡が取れないことも予想されます。まずは

落ち着いて、ご自身の安全を確保してください。 

 

保育中に警報等発令された場合のお迎え等の連絡は、メール配信でお知らせします。避難の

状況によっては、できない場合も予想されます。ご自身で判断し、速やかにお迎えをお願いし

ます。 

 

２０ 虐待防止のための措置 

当園は、園児に対して暴力行為・わいせつ行為・無視・教育（保育）の放棄その他心身に有害な影響を与え

る行為をしないほか、園児の人権擁護・虐待防止のため責任者を設置するとともに、職員に対する研修を行っ

ています。また、児童虐待を受けたと思われる園児を発見した場合は、速やかに岡山市中区地域子ども相談セ

ンターほか関係機関に通告し、連携・協力して適切に対処します。 

 

◇ 岡山市中区地域子ども相談センター 

岡山市中区赤坂本町11－47    TEL ０８６－９０１－１２３４ 

     

◇ 岡山市こども総合相談所（児童相談所） 

岡山市北区鹿田町一丁目１番１号（岡山市保健福祉会館５階） 

TEL ０８６－８０３－２５２５ 

 

２１ 教育・保育内容に関するご相談・ご意見・苦情 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

◆相談ポスト（ご意見箱）は下駄箱の上に設置しています。その他、面接、電話、  

文書、メール等の方法により相談・苦情等を受け付けます。  

 

第三者委員会（相談窓口）（必要に応じて話し合いに立ち会います）  

  長廣 真理子（福山市 ひかりこども園・副園長）   TEL084-947-4367 

 出井 みどり（岡山市 グリーン長利こども園・園長）TEL086-208-6177 

 

意見・要望等の受付担当者 

（意見・要望などの受付・記録） 

主幹保育教諭 

藤原 寛子 

   

 

意見・要望等の内

容の確認報告を

受けた旨の通知

を行います。 

第三者委員会に直

接相談し、話し合

いへの立ち会い・

助言を求めること

ができます。 

保護者の求めに

応じて報告しま

す。 

サービス利用者 

保護者 

意見・要望 

ご相談 

報 

告 

意見・要望等の相談解決責任者 

（話し合いにより意見・要望等を解決します） 

園長： 山本 直子 
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当園以外の相談・苦情受付窓口について  

◇ 岡山市岡山っ子育成局 保育・幼児教育課 指導係 

岡山市北区大供一丁目１番１号      TEL ０８６－８０３－１２２７ 

◇ 岡山県運営適正化委員会（社会福祉法人岡山県社会福祉協議会） 

岡山市北区南方二丁目１３番１号 

（岡山県総合福祉・ボランティア・ＮＰＯ会館「きらめきプラザ」３階   

TEL ０８６－２２６－９４００                                                                                                                                  

２２ 個人情報の保護方針について 

 当園では、保護者から提出していただいた書類に記されている氏名・生年月日・住所・電話番号等、個人

が特定されたり識別できる情報の取り扱いについては、個人情報の重要性を認識するとともに、園で定める

個人情報保護規程、岡山市個人情報保護条例及びその他の法令等を厳守し、以下の方針に基づき個人情報の

保護に努めていきます。 

① 個人情報の取得について（児童票・緊急連絡票などが当てはまります） 

園が個人情報を取得する際には、利用目的等をあらかじめお知らせし、個人情報を取得します。 

② 個人情報取得の目的 

入園申込み時及び在園中に個人情報を取得する目的は次の通りです。 

・在籍管理・クラス編成等に関する業務を行うため。 

・教育・保育活動における担任業務、管理を行うため。 

・健康診断実施における健康管理・安全確保のため。 

・園児の所属するクラスにおいて、教育・保育上必要な連絡等を行うため。 

・保護者会等に関する連絡を行うため。 

③ 個人情報の利用について 

当園は取得した個人情報を、お知らせした利用目的の範囲内で、教育・保育活動に必要な限りにおいて

利用します。また、教育・保育内容の紹介や実践研究のため、教育・保育活動の様子の写真・ビデオを

使用することがあります。 

④ 個人情報の安全管理について 

当園は、個人情報の紛失・破壊・改ざん・漏えい等を防止するため、必要かつ適正な安全管理措置を講

じます。 

⑤ 個人情報の第三者への提供について 

当園は、あらかじめ保護者の皆様の同意を得た場合を除き、個人情報を第三者に提供しません。ただし、

次の事項に該当する場合は、保護者の皆様の同意を得ることなく、第三者に提供することがあります。 

・法令等の定めに基づく場合。 

・園児・保護者の皆様の生命・身体・財産の保護に必要な場合。 

・公衆衛生・園児の健全育成に特に必要な場合。 

⑥ 個人情報の第三者への委託について（病院受診・水泳教室・尿検査などが当てはまります） 

当園は、個人情報を業務委託その他必要があって第三者に提供する場合、契約による業務づけ等により、

その第三者からの漏えい・再提供の防止を図ります。 

⑦ その他 

業者もしくは保護者撮影による写真・ビデオなど他の園児、保護者、教職員と共に写っている媒体も各

家庭外に出ることのないようにお願いします。（入園式・卒業式・運動会のみ保護者による写真・ビデ

オ撮影はできます。通常の園内の撮影、教育・保育活動や発表会の写真・ビデオ撮影は、できません。）

また、写真販売専用の ID,パスワード等も他者に知られないよう厳重に家庭で管理をしてください。 

 

 

                            



 

18 

２３ 教育・保育相談事業（令和２年度より） 

 教育・保育相談室は、園生活の中で生じる諸問題について、その解消と未然防止のため、非常勤の教育カ

ウンセラー（教育・保育相談員）により園児・保護者・利用者・職員に対して適切な助言・援助を行うもの

であり、その主な業務は、 

（１） 園児支援（カウンセリング、アセスメント、園児観察） 

（２） 保護者・利用者支援（カウンセリング、保護者会等における講話・助言） 

（３） 職員支援（コンサルテーション、情報交換、職員研修等における講話・助言） 

などです。【教育・保育相談室規定より】 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

とみやまこども園 

TEL（０８６）２７７－７６６２ 

ホームページアドレス 

https://tomiyama.ed.jp/ 
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